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オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会

働き方の変化と新たなスタンダード

　働く場所の柔軟性が高まり、必ずしもオフィスに出社し

なくてもよい働き方が可能となる一方、個人にとって働き

やすく、組織力を発揮できるワークプレイスへの関心が高

まっている。石崎氏よりザイマックス総研で実施している

調査によれば、コロナ禍以降の 2024 年現在はハイブリッ

ドワークが浸透し、100％出社を促している企業は 20％

にとどまり、多くの企業が何らかの形でテレワークを行っ

ているという。また、人的資本経営がワークプレイス戦略

と結びついている企業が増えており、約 7 割がその重要

性を認識している。ファシリティとしては、物理的快適性

から心理的快適性までを意識する企業が増えている（快

適性モデル）。これまでのオフィス構築は人数に合わせて

広さを決めるなど機能重視であったが、今はエンゲージ

メントなど心理的快適性へのニーズが高い。リフレッシュ

ルームや集まる場所、ソロワーク、集中スペースなど、さ

まざまな場を配備していることがデータにも表れている。

ウェルビーイングと知的生産性の関係

　野間氏からウェルビーイングと知的生産性の関係につ

いて解説があった。日本の企業が取り組むウェルビーイ

ングは健康経営のような個人からのアプローチが強いが、

組織としてのパフォーマンス向上も大事だという。まず、

個々人が健康に働くことができ、次に、一人ひとりがやり

がいをもって働くことでより大きな成果につながるという

考え方である。そのためには、ファシリティ以外の施策も

重要であり、人事や ICT の領域にも踏み込んでいく必要

もある。ワークプレイスとして誰もが安心して使えるレベ

ルから、強いチームをつくるレベルまで、環境整備施策

と行動変革施策という２つの施策がある。これらの考え

方は当部会で進めている SOF モデルにもつながり、これ

までの組織運営は社員が底辺で経営層が上であったが、

そのような関係も変わってきていると述べた。

個人と組織のパフォーマンスの両立

　坪本氏からは、当部会が開発した SOF モデルを活用し

た、個人とチームのパフォーマンスに関する因果モデル

の報告があった。某ベンチャー企業の調査では、個人の

パフォーマンスにはウェルネス、チームのパフォーマンス

には心理的安全性が関係していることがわかった。そし

て、ファシリティは個人のパフォーマンスに直接的に関わ

り、個人のパフォーマンス向上がチームのパフォーマンス

向上に寄与していることがモデルとして検証できた。ファ

シリティマネジャーとしてこれらの関係性が見えることで活

動の後押しになることが考えられるが、これが一般解とは

限らないため、今後もデータを収集して検証していく。

　最後のディスカッションでは、個人に効く要素とチーム

に効く要素は異なるという話題も上がった。ファシリティ

を活かして社員の成長やチームの活性化を実現していく

ことが重要であり、そのために経営者が戦略を立て、実

行するための判断材料やツールが必要になる。◀

図表2　ファシリティ品質の維持と向上図表1　メインオフィスの快適性評価
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